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東北地域の飼料イネ向け品種・系統の直播適性および乾物生産性

吉永　悟志＊１）・長田　健二＊１）・福田あかり＊１）

抄　録：東北地域における飼料イネ直播栽培の確立に必要な基礎データを得るために，飼料イネ向け

品種・系統の直播栽培適性の評価および東北地域の直播栽培で高い乾物生産性を発揮するための生育特

性について検討した。その結果，出芽については顕著な品種間差は認められなかったが，各品種ともカ

ルパー被覆後の加温処理により苗立ちの安定化が図られた。また，乾物および玄米収量に関しては，移

植栽培と比較して直播栽培では黄熟期の乾物収量および玄米収量は低かったが，生育期間の確保が可能

な晩生品種が乾物生産の増大に有利であることが確認された。さらに，直播栽培において乾物生産を高

める形質として，出穂期までに高い葉面積を確保するとともに，登熟期の葉面積を高く維持することや，

葉身が厚く，葉身窒素含有率も高いこと，および吸光係数が低く受光態勢に優れることなどの特性を有

することが重要であると考えられた。飼料イネ向け新品種の「べこあおば」や着粒突然変異系統の

RM645 はこれらの形質や耐倒伏性の安定性の点で飼料イネの直播栽培に有利な特性を示した。

キーワード：黄熟期，乾物生産，出芽，飼料イネ，耐倒伏性，直播，東北

Characteristics of Seedling Emergence and Dry Matter Production of Direct-seeded Rice Cultivars

for  Whole-crop  Silage in Tohoku Region： Satoshi YOSHINAGA ＊１）, Kenji NAGATA ＊１） and  Akari

FUKUDA ＊１）

Abstract：We examined the seedling emergence and the characteristics of dry matter production

in direct-seeded rice for whole-crop silage（RWCS）in the Tohoku region in order to obtain available

data for establishment of the cultivation.  It was shown that using seeds stored at  20 ℃ for 3 days

after they were coated with an oxygen supplier was effective for uniform emergence and a higher

emergence rate in the tested cultivars. Dry matter production at yellow-ripe stage and grain yield of

the direct-seeded RWCS were lower than those of transplanted RWCS. In direct-seeding, greater dry

matter production was obtained in cultivars that showed longer growth period, larger leaf area during

ripening period, and lower specific leaf area, which results in high leaf-blade nitrogen content and a

lower extinction coefficient.   The newly developed  RWCS  cultivar“Bekoaoba”and  the spikelet-

decreased mutant“RM645”were considered more suitable for direct-seeding cultivation,  because

they showed higher lodging resistance in addition to these desirable characteristics in dry matter

production. 

Key Words：Direct-seeding, Dry matter production, Lodging resistance, Rice cultivar for whole-crop

silage, Seedling emergence, Tohoku region, Yellow-ripe stage
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Ⅰ 緒　　　言

我が国におけるホールクロップサイレージ用水稲

（以下，飼料イネ）の安定栽培技術の確立および普

及は，水稲の生産調整が増大するなかで水田農業を

維持することや，先進国の中でも特段に低い我が国

の食糧自給率向上を達成するために極めて重要であ

る。これに対応して，近年，飼料イネ品種の育成，

栽培・収穫技術確立や給与技術確立のための研究が

精力的に行われるとともに，飼料イネ生産も徐々に

増加しつつあり，研究の進展と技術の普及が期待さ

れているところである。

ホールクロップ利用を前提とした飼料イネが備え

るべき生育特性は，一般食用水稲の場合とは異なる
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点が多い。この点を整理すると，まず飼料イネでは

子実のみならず茎葉を含めた植物体全体の乾物収量

が高いことが必要になるとともに，飼料の質の確保

のためには可消化養分総量（TDN）が高いことも

重要な条件となる。また，飼料イネ栽培では収穫期

の倒伏は，収穫時における土壌の混入や植物体の高

水分条件などによりサイレージ品質の低下につなが

る場合が多い。特に，飼料イネでは乾物収量の増大

のために一定の多肥栽培が必要とされることなどか

ら，耐倒伏性が高い品種の利用や耐倒伏性を高める

ための栽培法の重要性が高い。さらに，他の飼料作

物との生産コストの差を小さくするために，飼料イ

ネ栽培は省力・低コスト化が必須であり，直播栽培

や疎植栽培などの省力・低コスト栽培において高い

乾物収量を得ることが重要となってくる。この他，

省力・低コストのみならず飼料としての安全性とも

関連する特性として，耐病，耐虫性が高い品種特性

も飼料イネ適性としてあげられる。

一方，東北地域のような寒冷地における飼料イネ

の導入においては，水稲の生育に適する気温が確保

される期間が短いために作付けおよび収穫時期の制

約があり，乾物生産の確保の点では不利な条件とい

える。このため，東北地域における飼料イネの直播

栽培については，限られた生育期間の中で高い乾物

収量を得ること，移植栽培と比較して耐倒伏性の低

下しやすい直播栽培においても多肥栽培条件で高い

耐倒伏性を示すことなどが重要となる。しかしなが

ら，東北地域における飼料イネの直播栽培に関す

る研究事例は少なく，データの蓄積が必要となっ

ている。

以上のような背景をもとに，本報告では東北地域

における飼料イネ直播栽培の確立に必要な基礎デー

タを得るために，飼料イネ向け品種・系統の直播栽

培適性の評価および東北地域の直播栽培で高い乾物

生産性を発揮するための生育特性について検討し

た。なお，ホールクロップサイレージ用の飼料イネ

では，上述のように黄熟期の乾物収量やTDN収量

が最も重要な形質となるが，玄米収量やその構成要

素についても，飼料の消化性や品種の識別性に関わ

る重要な形質であり，本報告では玄米収量に関する

検討も合わせて行った。

本試験は，農林水産省の委託研究プロジェクト

「ブランドニッポン３系（飼料イネ）」への参画のも

とに実施したものである。

なお，供試品種の「RM645」は独立行政法人農業

生物資源研究所放射線育種場より分譲いただいた。

また，独立行政法人農業・生物系特定産業技術研究

機構畜産草地研究所飼料調製研究室より黄熟期サン

プルの近赤外分光光度計によるTDN分析データを

提供いただいた。記して関係各位に感謝の意を表す。

Ⅱ 材料と方法

１．出 芽 試 験

供試品種として，早晩性や草型が異なる「ふくひ

びき」，「べこあおば」，「RM645」の３品種・系統

を用いた。「ふくひびき」は東北農業試験場（現東

北農業研究センター）において育成され，1995 年

に品種登録された多収品種であり，飼料イネとして

秋田県などの一部で作付けされている。「べこあお

ば」（中込ら　2005）は東北農業研究センターにお

いて飼料イネ専用品種として育成され（旧系統名：

奥羽飼 387 号），2005 年９月に命名登録（水稲農林

408 号）された。一方，「RM645」は農業生物資源

研究所放射線育種場において農林 8号の放射線突然

変異系統として作出されたもので，原品種と比較し

て１穂籾数が６割程度しか着生しない特性を有し，

稈・葉鞘へのデンプン蓄積量が多いために，飼料イ

ネの消化性向上に有効となる可能性が示唆されてい

る（吉永ら　2005）。出芽試験はこれら品種・系統の

2002 年産種子を用いて 2003 年に実施した。

乾籾の２倍重相当の酸素供給剤（過酸化石灰含有

資材，商品名：カルパー粉粒剤　16）を被覆したハ

ト胸催芽籾（以下，カルパー被覆種子と略記）をビ

ニール袋に密封し，10 および 20 ℃の恒温器中にそ

れぞれ３日間貯蔵した後，以下の出芽試験に供した。

水田土壌（灰色低地土）と水を約３：１の割合で混

合した代かき土壌を入れたコンテナ（内寸：長さ

320 ㎜，幅 240 ㎜，深さ 120 ㎜）を数時間静置し，

その後コンテナ底部に挿入した排水管から 12 時間

程度落水し，土壌表面に被覆種子を播種後，落水時

の覆土深が 10 ㎜になるように代かき土壌を覆土し

た。１区当たりの播種量は 50 粒，３反復とし，１

コンテナ当たり３区を設定した。このとき，覆土後

は落水状態のまま 20 ℃の恒温室に設置し，播種後

14 日目まで経時的に出芽調査を行い，最終出芽率

および平均出芽日数を算出した。

２．圃 場 試 験

2002 ～ 2004 年の３か年にわたって，東北農業研
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究センター水田利用部（秋田県大仙市）内の灰色低

地土水田において行った。

出芽試験に用いた３品種の湛水直播栽培を同一圃

場で行うとともに，「ふくひびき」の移植栽培を近

接圃場で実施した。直播栽培における播種時期は，

2002 年は５月 15 日，2003 および 2004 年は５月 12

日で，カルパー被覆種子を用いて「打込み式代かき

同時土中点播機」（下坪ら 1996）による湛水直播栽

培を行った。播種様式は条間 30 ㎝，株間 20 ㎝

（16.7 株/㎡)，目標播種深度 10 ㎜で，播種量は乾籾

相当で約４ g/㎡として，播種後は出芽まで落水管

理とした。出芽揃い後入水し，除草剤（イマゾスル

フロン・エトベンザニド・ダイムロン粒剤）を散布

した。出芽後は生育および収量調査地点の出芽苗を

１株当たり５～６本（苗立ち密度 80 ～ 100 本/㎡）

になるよう密度補正を行った。移植栽培では 2002

および 2003 年は５月 15 日，2004 年は５月 14 日に

中苗を条間 30 ㎝，株間 15 ㎝（22.2 株/㎡)，１株３

本で手植えした。

施肥は基肥，分げつ肥および穂肥２回の合計４回

行い，穂肥は出穂前 24 日および 12 日を目処に施用

した。それぞれの時期の施用量（施肥４回の窒素成

分量： g/㎡）を 2002 年は移植栽培では 8-2-3-3，直

播栽培では 6-3-3-3，2003 および 2004 年は両栽培と

もに 6-4-3-3 とした。

なお，直播栽培は１区当たり面積 48 ㎡の１区制，

移植栽培は１区 15 ㎡３反復で実施し，直播栽培で

は区内の３地点の調査データを用いて統計解析を行

った。

３．生育特性および乾物・玄米収量の調査方法

生育および乾物収量の調査は，穂揃い期および黄

熟期に１区当たり 15 ～ 16 株を抜き取って実施し

た。なお，抜き取りは株の基部を含めて行っている。

抜き取り株は部位別に分解し，葉面積の測定を行い，

80 ℃で 48 時間乾燥後，乾物重，窒素含有率を測定

した。窒素分析は乾式燃焼法（エレメンタール社

vario MAX）により行った。稈・葉鞘中の非構造

性炭水化物（以下，NSC と略）の含有率は重量法

（大西・堀江　1999）により測定し，乾物重を乗じ

て含有量を求めた。また，黄熟期のTDNは畜産草

地研究所における近赤外分析値による推定値（藤田

ら　2003）を用いた。また，穂揃い期には晴天時に

群落内の高さ別日射量を群落日射計（盟和商事

LI-191SA）を用いて測定するとともに層別（地際

より 10 ㎝間隔）の葉面積を調査し，吸光係数を算

出した。なお，黄熟期は出穂後の積算気温が 800 ～

850 ℃を目安として判定した。

玄米収量調査は成熟期に 1か所当たり直播栽培で

は 50 株（3.0 ㎡），移植栽培では 60 株（2.7 ㎡）刈

り取り，常法に従って行った。

４．耐倒伏性の調査方法

圃場における倒伏程度は黄熟期に各区の平均的な株

の傾きを０（無倒伏）～４（完全倒伏）の５段階で

達観で判定した。また，押し倒し抵抗の測定は冨樫

ら（1997）の方法に準じ，デジタルフォースゲージ

（日本電産シンポ社製　FGC-5）を取り付けた架台

を回転支点が稲株の地際になるように設置し，稲株

の地際 15 ㎝の高さを 45 ゜の角度まで押し倒す際に

かかる力の極大値を測定した。測定時期は出穂 15

～ 20 日後とし，移植栽培，直播栽培ともに１区当

たり 15 株測定した。

Ⅲ 結　　　果

１．出 芽 試 験

出芽試験の結果を表１に示した。カルパー被覆後

低温貯蔵した種子を用いた標準条件での供試品種の

出芽率には有意差が認められなかったものの，「ふく

ひびき」と比較して「べこあおば」および「RM645」

の出芽率が低い傾向を示した。一方，20 ℃３日間

の加温処理を行った場合には，３品種とも約 80 ％

の出芽率を示すとともに，標準条件と比較して平均

出芽日数が１日以上短縮された（表１）。

表１ 出芽性の品種間差
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２．乾 物 収 量

穂揃い期および黄熟期の乾物生産については表２

および表３に，各品種の出穂期，黄熟期および登熟

期の気象条件を表６にそれぞれ示した。気象条件は，

2002 年は８月下旬以降の多照，2003 年は７～８月

の低温および寡照，2004 年は８月上旬までの高温

が特徴的であり，各年次とも傾向が異なった。

「ふくひびき」の移植栽培と直播栽培を比較する

表２ 供試品種・系統の穂揃い期の乾物生産関連形質

表３ 供試品種・系統の黄熟期の乾物生産関連形質
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と，穂揃い期，黄熟期ともに直播栽培では地上部乾

物重が移植栽培よりも低い傾向が認められ，黄熟期

には有意な差を生じた。また，穂揃い期の葉身窒素

含有率は移植栽培で高く，葉面積指数も高い傾向が

認められたが，吸光係数はほぼ同等であった。黄熟

期の稈・葉鞘の NSC 含有量は直播栽培で高い傾向

を示した。一方，直播栽培の３品種を比較すると，

年次によりその程度は異なるものの穂揃い期，黄熟

期ともに，地上部乾物重は出穂期の遅いほど，すな

わち「RM645」＞「べこあおば」＞「ふくひびき」

の順に高い傾向を示した。黄熟期のTDN含有率の

品種間差は小さく，３％程度内の差であったため，

黄熟期のTDN収量は乾物収量とほぼ同様の品種間

差を示した。黄熟期の乾物重と穂揃い期の乾物重の

差である登熟期乾物増加量（⊿Ｗ）は，移植栽培の

「ふくひびき」で高く 600g/㎡を超えていたが，直

播栽培の３品種は平均で 500g/㎡前後であった。葉

身の形質については，穂揃い期の葉面積指数の品種

間差は小さかったが，「RM645」は穂揃い期の葉身

窒素含有率が低いものの比葉面積が顕著に小さく，

また，黄熟期の LAI が高く維持されていた。吸光

係数については「べこあおば」で顕著に低かった。

一方，黄熟期の稈・葉鞘のNSC含有量は「RM645」

で顕著に高く，「ふくひびき」の直播栽培と比較す

ると約 4倍に達していた。

３．玄米収量および収量構成要素

移植栽培の「ふくひびき」の玄米収量は３か年と

も 800g/㎡を超えて，安定して高かった（表４）。

これに対し，「ふくひびき」および「べこあおば」

の直播栽培では，2002 年は「ふくひびき」の移植

栽培とほぼ同等の玄米収量を示したものの，2003

年および 2004 年は 10 ～ 15 ％程度減収した。一方，

「RM645」は粗玄米重の３か年平均値は 300g/㎡を

下回り，顕著に低い収量性を示した。各品種の収量

構成要素の特徴は以下のように整理される。「ふく

ひびき」は直播栽培で籾数が減少したものの他品種

と比較して籾数が顕著に多いという特性を有する。

「べこあおば」は同じ直播栽培の「ふくひびき」と

比較すると籾数は少ないものの，千粒重が顕著に大

きく 30 ｇを超えている。「RM645」では，１穂籾

数が 40 ～ 50 粒と他品種の半分程度の水準であり，

総籾数の減少により玄米収量が顕著に低下した。

４．耐 倒 伏 性

耐倒伏性関連形質として，稈長および倒伏程度は

表４，押し倒し抵抗値は表５に示した。栽培法間で

は，「ふくひびき」の稈長は移植栽培と比較して直

播栽培で短くなる傾向が認められた。品種間では

「べこあおば」の稈長が顕著に短く，「RM645」の

表４ 供試品種・系統の玄米収量収量構成要素および稈長
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稈長が長いという特性を示した。倒伏程度は「ふく

ひびき」において移植栽培，直播栽培ともに年次に

よっては１.0 以上の倒伏程度を示した場合があった

が，「べこあおば」では３か年，「RM645」では２

か年で無倒伏であった。これらの品種は，「ふくひ

びき」の移植および直播栽培と比較して有意に押し

倒し抵抗値も高く，「ふくひびき」が 70 ｇ前後の値

を示したのに対し，90 ｇ以上の値を示した。

Ⅳ 考　　　察

本報告では，東北地域の飼料イネ向け品種を用い

て，寒冷地の直播条件における乾物生産性や玄米収

量について調査するとともに直播栽培で重要となる

出芽性，耐倒伏性について検討を行った。

１．出　芽　性

３品種の出芽検定試験の結果から，催芽種子への

カルパー被覆および播種後落水管理の条件であれ

ば，出芽性の問題は特段生じないことが示唆された

ものの，「べこあおば」および「RM645」は「ふく

ひびき」と比較して出芽率が低下する傾向が認めら

れた。一方，各品種とも標準条件（カルパー被覆後

低温貯蔵）と比較して，被覆種子の加温処理により

出芽速度や出芽率が向上した。このような処理は，

普通品種において既に検討されて有効性が確認され

ているが（花見・手代木　1998，吉永ら　2000），

飼料イネ栽培の安定化に対しても，出芽・苗立ちの

安定化に有効であると推察された。また，出芽速度

の向上による播種後の落水期間の短縮により，除草

剤散布時期が早まり，除草効果の向上につながるこ

とから，除草剤散布が制約される飼料イネ栽培では

本技術の導入が有効であると考えられる。

なお，「べこあおば」については千粒重が 30 ｇを

超える大粒品種であるため，播種粒数の確保のため

には一般品種よりも播種重量を増やす必要がある。

このため，播種機によっては播種粒数の確保が困難

となることが考えられ，注意が必要である。

２．乾物生産および玄米収量の栽培法間差

「ふくひびき」の黄熟期の乾物重は，移植栽培と

比較して直播栽培で減少したが，穂揃い期には約

50g/㎡であった乾物重の栽培法間差が黄熟期には

約 150g/㎡に拡大していることから，両区の乾物生

産の差は登熟期間中の乾物生産の差が主要因と考え

られる。そこで，登熟期の気象条件を表６にとりま

とめた。この表から，移植栽培と比較して直播栽培

で出穂期が５日遅くなったものの登熟期（出穂～黄

熟期）の日射量や気温については顕著な差は認めら

れていない。このため，登熟期の乾物生産の差の要

因は，直播栽培による出穂の遅れではなく，登熟期

の乾物生産能の差によるものと推察される。この点

については，移植栽培の方が穂揃い期および黄熟期

の葉面積が高く維持されるとともに同時期の葉身窒

素含有率も高いことから，移植栽培において登熟期

の乾物生産能が高くなっていることが考えられる。

「ふくひびき」における玄米収量の栽培法間差は

１穂籾数の多少によるシンクサイズの違いによるも

のであった。直播栽培において１穂籾数が少なかっ

た要因としては出穂期までの１穂当たりの生育量が

直播栽培で低かったことが考えられる。

３．「べこあおば」の飼料イネとしての適性

直播栽培の「べこあおば」の黄熟期の乾物収量は，

移植栽培の「ふくひびき」には及ばないものの直播

栽培の「ふくひびき」の乾物収量と比較して平均で

６％程度高まった。乾物増加を穂揃い期までと登熟

期（穂揃い期から黄熟期）に分けて比較すると，登

熟期の乾物増加量の差は小さいため，穂揃い期まで

の乾物生産の差が黄熟期の乾物収量の差の要因とな

っていることが分かる。「べこあおば」の出穂期は

直播栽培の「ふくひびき」と比較して平均で８日程

度遅いため（表６），「べこあおば」では出穂までの

生育期間が長いことが，穂揃い期の乾物重の差の主

要因と考えられる。出穂期以降の気象条件を比較す

ると，出穂が遅い「べこあおば」では登熟期の日射

量の減少とともに気温の低下が認められる（表６）。

長田ら（2004）は，「べこあおば」が日射乾物変換

効率の高いことを示しているが，本試験においても，

「べこあおば」は，比葉面積が小さく（葉身が厚い），

穂揃い期の吸光係数も低い（群落内部まで光が透過

する）という乾物生産に有利な草型を示したことか

表５ 有望品種・系統の押し倒し抵抗値
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ら，出穂の遅れにともない日射量が減少した条件と

なっても一定の乾物生産の確保が可能であったもの

と推察される。

一方，玄米収量についてみると直播栽培では「ふ

くひびき」と「べこあおば」の玄米収量はほぼ同等

であった。「べこあおば」はシンクサイズの点では

「ふくひびき」を上回るものの大粒であるために登

熟歩合が低下しやすく，「ふくひびき」との玄米収

量に差を生じなかったものと考えられる。

また，飼料イネ栽培で重要な形質となる耐倒伏性

については，供試品種中の押し倒し抵抗値は最も高

い値を示すとともに，登熟期に台風による強風の影

響を受けた 2004 年度を含めて圃場での倒伏程度は

０（無倒伏）であった。直播栽培における耐倒伏性

については播種様式の影響を受ける（吉永ら　2001）

ことから，耐倒伏性の低下する散播栽培等での検討

も必要であるが，「べこあおば」は直播栽培におい

ても非常に高い耐倒伏性を示し，飼料イネ栽培の安

定化に有効であるものと考えられる。

４．「RM645」の乾物生産特性および乾物・玄米

収量

直播栽培の「RM645」の黄熟期の乾物収量は，

移植栽培の「ふくひびき」と比較しても顕著に高く，

直播栽培の「ふくひびき」の乾物収量と比較すると

平均で 20 ％以上高まった。乾物増加を時期別に比

較すると，登熟期の乾物増加量は直播栽培の「ふく

ひびき」と比較して差が小さく，「べこあおば」の

場合と同様に，穂揃い期までの乾物生産の差が黄熟

期の乾物収量の差の要因となっている。特に

「RM645」の出穂期は「べこあおば」よりもさらに

遅く，直播栽培の「ふくひびき」と比較して平均で

30 日近い差を生じている（表６）。このように，

「RM645」では出穂までの生育期間が長いことが，

穂揃い期の乾物重が高まった主要因と考えられる。

一方，出穂期以降の気象条件を比較すると，出穂が

遅い「RM645」では登熟期の日射量の減少や気温

の低下が顕著となっている（表６）ものの，「ふく

ひびき」の直播栽培とほぼ同等の登熟期の乾物増加

を示している。突然変異系統である「RM645」は

その親品種の農林８号と比較しても乾物生産に優れ

ることが示されているが（吉永ら　2005），本試験

においても，比葉面積が「べこあおば」以上に小さ

く，また，登熟期の葉面積が高く維持されるなど乾

物生産に有利な特性が示されており，これらの特性

も乾物生産の向上要因となっていると考えられる。

玄米収量については，籾数が極端に少ないために

表６ 各試験年次の出穂期，黄熟期および登熟期の気象条件
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収量性は低いものとなっている。また，これに対応

して稈・葉鞘中の NSC 含有率が顕著に高まり，

500 ｇ/㎡近い NSC が蓄積した。飼料イネの消化性

について，サイレージにした場合でも籾の乾物消化

率が低いことが示唆されている（箭原ら　1981，加

藤ら　2004）。このため，「RM645」のように籾へ

の乾物分配率が低く，茎葉にデンプンを蓄積する特

性は，消化性向上の点で有効となると推察される。

さらに，籾への乾物分配が低いことは登熟期の株の

重心を低くするために耐倒伏性の向上に有効とな

る。本試験においても「RM645」の稈長は平均で

90 ㎝近い値を示したにもかかわらず，軽度の倒伏

を生じたのみであった。

なお，「RM645」の出穂期を考慮すると同系統を

東北地域で栽培する場合には収穫時期が遅くなりす

ぎることや，耐病性などの特性を高めるために，同

系統が中間母本として利用されている。

５．ま　と　め

東北地域の飼料イネ向け品種・系統の直播栽培適

性および乾物生産性について検討した。その結果，

出芽については，「べこあおば」および「RM645」

は「ふくひびき」と比較して出芽率が低下する傾向

が認められたが，カルパー被覆後の加温処理により

苗立ちの安定化が図られることが示された。また，

乾物および玄米収量に関しては，移植栽培と比較し

て直播栽培では黄熟期の乾物収量および成熟期の玄

米収量が低かった。直播栽培においては生育期間の

確保が可能な晩生品種で乾物生産の増大に有利であ

ることが確認されたものの，ホールクロップサイレ

ージ用飼料イネの収穫は一般品種の収穫前に実施さ

れるととが多いため，晩生品種導入の場合には黄熟

期以前に刈り取る予乾体系の検討も必要であると考

える。また，移植栽培と比較して出穂期の遅れる直

播栽培では，乾物生産を高める形質として，①出穂

期までに高い葉面積を確保するとともに，②登熟期

の葉面積を高く維持することや，③葉身の形質とし

て比葉面積が低く窒素含有量が高いこと，④受光態

勢として吸光係数が低いことなどの特性を有するこ

とが特に重要になると考えられ，本試験で供試した

「べこあおば」や「RM645」の有効性が示唆された。

なお，これらの形質は品種特性としてある程度決定

されているものの，施肥法や播種様式により一定の

制御が可能である。また，多肥条件では品種の早晩

性による乾物重の差が小さくなることや（石川・井

尻　2002），NSC 含有量が施肥条件により変動する

こと（山口・松村　2002）などが報告されており，

飼料イネの直播栽培における安定多収のための施肥

法について検討を進めることが重要であろう。
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